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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、平城京および長岡京の考古学的遺構の GISデータベースが構築された。これの

GIS データベースは、効率的に遺構情報を検索し、表示するための機能を持っている。その
GISデータベースの地理情報を利用することによって、両都市の都市構造や古環境を可視化す
ることができた。 
研究成果の概要（英文）： 

GIS database of archaeological features of Nagaoka-kyo and Heijo-kyo were built in this 
study. These databases have a function to display and search  information of archeological features 
efficiently. By utilizing geographical information of these GIS databases, it was possible to visualize the 
paleo- environment and urban structures of these city sites. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の目的は、日本の古代都市（都城・

宮都）を対象として、埋蔵文化財（遺跡）の

発掘調査報告書に所収されている遺構図の

GIS（Geographic Information Systems:地理情報
システム）データベースを構築すること、そ

してさらにその GIS データベースを活用し、
都市環境や都市構造の復原的研究を行うこ

とにある。これまで日本古代都市史研究では、

発掘調査によって蓄積された膨大な考古学

的遺構情報を効率的に処理できず、大量の地

理情報を最大限に研究に活用することがで

きなかった。日本古代都市の数万件におよぶ

発掘調査によって取得された大量の地理情

報の管理や共有において、GIS は最適なツー
ルであるにもかかわらず、当該分野において

GIS の活用は十分進んでいるとは言えない。
日本古代都市史研究が発展するためには、新

しい研究資料の発掘が早急に求められてい

る。そのためには情報共有を視野に入れた
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GIS を活用した考古学的遺構情報の集成、す
なわち、遺構図の GISデータベース構築とそ
の学術的応用の手法を確立することが必要

である。 
 
２．研究の目的 
古代都市に関する GIS 研究を展開する上で、
利用可能な基盤となるデジタル化された古

代都市に関する地理情報はほとんど存在し

ていない。筆者は、東アジアにおける古代都

市史研究におけるGISの活用の可能性を地理
学の立場から模索してきた。当初は、すでに

紙媒体で公表されている地図や表などの二

次資料を主要な素材として、それらの GISデ
ータを構築し、可視化、分析する研究を進め

てきた（河角（2007a）、（2007b）、（2009））。
しかし、文献史料や発掘調査資料など一次資

料の GISによるデータベース構築は、ほとん
ど手つかずのままであった。 
 発掘調査報告書に所収される紙媒体の遺

構図から建物や井戸等に関する地理情報を

抽出し、GIS データを構築する手法について
は、すでに筆者が開発済みである（河角他

2007a）。近年においては、出田（2012）によ
って、藤原京の遺構データベース構築が進め

られている。このように、古代都市に関する

遺構情報のデータベース構築の必要性はす

でに認識されている。しかし、一方でデータ

ベースを活用した自然科学的、人文科学的分

析はまだ行われていない。 
最近の 10 年においても、各古代都市におい
て発掘調査情報が蓄積されつつある。これら

の最新の発掘調査情報を集成した都市環境

や都市構造の復原に関する研究を早急に展

開する必要がある。現在日本の古代都市に関

しては、公開されている遺構図の GISデータ
ベースはまだ整備されていない。考古学的遺

構情報の GISデータとしての提供は、一般化
しておらず、発掘調査報告書段階では紙媒体

として提供されるのみであった。そのため考

古学的遺構情報のGISでの活用は困難を極め
ていた。考古学的遺構情報の GISデータベー
スを利用した研究は、従来のアナログ手法の

研究と比較し、研究スピードの迅速化をもた

らし、情報の共有、位置情報の精度向上、新

資料の開拓等においても、優位性をもってお

り研究の発展に不可欠であると考える。 
以上の背景を踏まえ、本研究では、考古学的

遺構情報の GIS データベースの構築を行い、
さらにそのGISデータベースを活用した都市
環境や都市構造の復原的研究を行うことを

目的とする。 
 
３．研究の方法 
 遺構図のGISデータベースを構築するため
には、発掘調査報告書を入手することが必要

となる。本研究では、平城京に関しては、奈

良市教育委員会・奈良市埋蔵文化財セン

ターが発行している発掘調査報告書を

当該機関の協力によって入手すること

ができた。他方、長岡京に関しては、向

日市教育委員会・向日市埋蔵文化財セン

ター発行の発掘調査報告書を当該機関

の協力によって収集することができた。 
 遺構図の GIS 化や遺構図からの遺構
情報の抽出方法に関しては、すでに河角

（2007a）において確立されている。遺構
図の GIS データベースの構築方法は、
以下の通りである。  
①  遺構図のスキャニング  
②  遺構図のジオリファレンス  
③  遺構図のデジタイジング  
④  属性情報の抽出と入力  
なお、③遺構図のデジタイジングの作業

においては、調査区のほか、建物、井戸、

塀、溝の遺構について形状の抽出作業

（トレース）を行った。また、⑥属性情

報の抽出においては、⑤でデジタイジン

グしたそれぞれの遺構の構造、規模に関

する定性的・定量的な属性情報を入力し

た。具体的には、建物については時期・規

模・構造・柱間距離・柱穴直径、塀について

は時期・構造・柱間距離・柱穴直径、溝につ

いては時期、井戸については時期・構造・深

度等についての情報を発掘調査報告書から

読み取り入力した。 
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４．研究成果 
（１）平城京の遺構図 GISデータベースの構
築 
奈良市教育委員会・奈良市埋蔵文化財セ

ンターが発行している発掘調査報告書

『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書』に

掲載された遺構図の GIS データベース
を構築した。  
その結果、本研究では、平城京の京域

を対象とした遺構情報の保存・表示・検

索を可能にするシステムを構築するこ

とができた。このデータベースによって、

遺構情報の迅速な検索やマルチスケー

ルで遺構情報の表示が可能となり、さら

に広域での遺構の分布状況や遺構の隣

接関係を視覚的に把握することもでき

るようになった。また、各遺構データの

重ね合わせも可能となり、遺構間の関係

性を視覚的に把握できるようになった。

図１は、発掘調査トレンチの分布状況を

示している。約 800 ヵ所の調査区が確認
できた。なお、奈良文化財研究所が実施

した発掘調査は、このデータベースには

反映されていない。  

 
 
図１平城京の発掘調査区の分布  
 

 各遺構に対して属性情報を付与した

ことによって、これまで表現することの

できなかった都市構造に関する主題図

を多く作成することができた。例えば、

建物の規模を示す属性情報として、建物

遺構の面積、柱穴の直径、柱間の距離を

GIS ソフトで計測することによって、建
物規模の分布状況を視覚的に表現する

主題図を作成することができた（図 2）。 

 
図 2 平城京右京二条三坊付近の建物
の分布（床面積別）  
 
 この他、平城京内に施工された条坊制

の街区（坪）単位で、各遺構の個数や存

在の有無を集計することによって、街区

単位の土地利用図を作成することもで

きた（図 3）。  

 
図 3 平城京の建物の分布（街区単位） 
 
（２）長岡京の遺構図 GISデータベースの構
築 
長岡京域は向日市、長岡京市、京都市、大



 

 

山崎町の４つの市町村から構成されている

が、本研究では、向日市教育委員会・向日

市埋蔵文化財センターが発行している

発掘調査報告書『奈良市埋蔵文化財調査

概要報告書』に掲載された遺構図をもと

にして、GIS データベースの構築を実施
した。  
これらの発掘調査報告書に掲載され

た遺構図のスキャニングおよび遺構図

のジオリファレンスを行った。遺構の抽

出の作業に関しては，それぞれの発掘調

査単位で実施し，調査区、建物、井戸、

塀、溝について、デジタイジングの作業

を行った。  
遺構図のジオリファレンスおよび調

査区形状の GIS データ化によって，長
岡京全体における発掘調査地点の分布

を把握することができ，それぞれの発掘

調査区の遺構図を GIS ソフトウェアに
おいて閲覧することが可能になった（図

4）。向日市域では、約 1100 件の調査区
を確認することができた。これまで向日

市埋蔵文化財センターの発掘調査報告

書の GIS データ化は実施されていない
が、遺構図が GIS ソフトウェア上で閲
覧可能になることによって，隣接する発

掘調査区の関係を正確に把握すること

ができるようになった。図 5 は、長岡京
期の建物跡の検出状況を示す。  

 
図 1 向日市域における発掘調査トレ
ンチの分布  
 

 
図 5 長岡京期の建物の分布（赤色のポ
イント）  
 
（３）遺構図の GISデータベースを活用した
都市環境および都市構造の視覚化 
遺構図のGISデータベースの構築によって、
大量の考古学的遺構情報をGISソフトウェア
上で、一括して管理、表示、分析するが可能

になる。このように GISで情報を管理するこ
とによって、迅速に情報を検索し、さらにマ

ルチスケールで広域に分布する遺構の関係

性や他の空間情報との重ね合わせ分析がで

きるようになる。GIS データベースに様々な
属性情報を遺構図から抽出することによっ

て、都市環境（古地形・地下水位）や都市構

造（土地利用・建物規模・構造）を視覚化が

可能となった。 
平城京においては、大規模な建物の分布状

況や井戸の深さの地理的分布を把握するこ

とができ，都市構造および都市の古環境を地

図化して空間的に推測する手法を確立する

ことができた。例えば，建物の面積や塀の構

造（築地塀・板塀）など，各データのレイヤ

を重ね合わせて表示することによって，一坪

単位の街区の土地利用の特色を可視化する

ことが可能となった（図 6）。大規模な建物の
存在する街区に、築地塀が分布する傾向にあ

る。平城京内に施工された条坊制の街区

（坪）単位で、各遺構の個数や存在の有

無を集計することによって、街区単位の

マクロスケールでの土地利用図を作成

することもできた（図 3）。  



 

 

 
図 6 平城京右京二条三坊における建
物面積と塀の種類との関係  
 
長岡京（向日市域）においては、建物

の分布状況、井戸の深さの地理的分布を

把握することができ、都市構造や都市の

古環境を地図化して空間的に推測する

ことができた。図 7 は、街区単位の建物
検出状況を示した図である。長岡京域に

おける向日市の占める割合は少ないが、

長岡宮およびその東側の境域の市街化

の程度を把握することができた。  

 
図 7 長岡京の建物の分布（街区単位） 

 

図 8は長岡京期の井戸の深さを示した図で

ある。こうした図によって、当時の地下水位

の分布状況を把握することができる。まだ、

サンプル数が少ない状況であるが、今後のデ

ータが蓄積されれば、データの空間的補完も

可能になる。 

 
図 8 長岡京期の井戸の深さ 
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